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＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212 車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。
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鳥の博物館手賀沼定例観察会

　
歩道で生きるガッツな植物

 【7月のテーマ】　

　　案内人：古川克彌、湯瀬一栄（鳥の博物館市民スタッフ）

 

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

 　普段何気なく歩いている道路路のアスファルトの割れ⽬目や⼩小さ
なすき間からも植物は⽣生えてきます。⽔水や⼟土の条件が厳しいこ
のような環境で⽣生息する植物には、どのような特徴があるので
しょうか。	  

 　今回は、⾝身近であるのに観察することがあまりない、歩道で
⾒見見られるガッツな植物について観察してみましょう。	  

▲博物館前の道路わきに育つアカメガシワ	



熱帯・亜熱帯の植物  

イネ科  キク科  

スミレ科  ナデシコ科  

多肉植物  
歩道の周辺のガッツな植物の特徴を観察してみましょう。 

帰化植物  

 　砂漠や海岸などに生息します。葉や茎に水
を貯めて、乾燥した環境にも耐えます。 
　また、普通の植物は昼に気孔を開き、二酸
化炭素の吸収をしますが、スベリヒユなどの
多肉植物は夜に気孔を開きます。夜間に二酸
化炭素の吸収を行うことで、余分に水分を失
わないようにしています。 スベリヒユ 

スミレ ツメクサ 

ムラサキエノコロ 

ユウゲショウ 

オオアレチノギク 

・熱帯・亜熱帯植物 
・帰化植物 
・多肉植物 
・乾燥、高温に強い、地面を這うように広がる 
・スミレ科やナデシコ科、イネ科、キク科など繁殖力が強い仲間 

歩道で見られるガッツな植物の特徴  

シロツメクサ 

 　シロツメクサは牧草用として持ち込まれ、国内に広く分布するようにな
りました。このように人の手によって持ち込まれ、野外でも成育するように
なった外来の植物を「帰化植物」といいます。 
　多くの植物が生息しにくいような環境でも生きられるため、日当たりをめ
ぐる競争相手が少なく、日光を占有することができます。 

アカメガシワ 

　アカメガシワやコミカンソウなどの南
方系の植物は、日光がよく当たって温度
が高くなる場所や、水や土が少ない環境
でも生息することができます。 

てがたんコースで見られる過酷な環境に強い植物  


